
標準細胞症例について

• 2001年から2010年の間に肺がん集団検診にて用いられた
喀痰細胞診標本を、宮城県、福島県、新潟県、千葉県、石
川県、大阪府の6検診実施機関から原判定がC、D、E判定
の各判定50症例、計150症例を集積した。

• 上記6施設にて、1症例につき2枚以上のスライドガラスを
再判定し、6施設判定一致症例（C、D判定に関しては5施
設判定一致症例も含めた）を各判定区分の標準細胞症例
とした。
– 各症例には6施設の判定分布を明示した。

• 提示細胞は各症例の代表的な細胞であり、症例全体の細
胞を網羅しているわけではない。
– 提示細胞は症例全体と比較して、やや異型度の高い細胞と

なっている傾向がある。



細胞所見の用語の統一

• 細胞所見の用語は
日本肺癌学会編肺癌取扱い規約 第７版
に準拠した。

• 細胞の大きさについての基準が取扱い規約
に規定されていないので
– 小型細胞〜２０μ
– 中型細胞〜４０μ
– 大型細胞４０μ〜
とした







Ｃ判定の細胞所見概略

• 異型細胞の多くは孤立性

• 細胞質は

– ほとんどがOG好性

– 類円形ないし多辺形であるが、時に奇妙な形態を有するものもある

– 小リンパ球の2倍程度の大きさであることが多い

– 大小不同は目立たない

– 胞体は時に、やや厚みを有し、染色性に重厚感がみられたり，胞体の不整な
構造がみられることもある

• 核は

– 小リンパ球を越えることはあまりない 大型でもクロマチンは変性している

– 核形不整がみられることがあるが軽度

– クロマチンの増量は軽度で多くは変性している

– 核縁の粗剛は目立たない

– ときに多核細胞がみられる



Ｄ判定の細胞所見概略
• 異型細胞の多くは孤立性であるが不規則に異型細胞が配列する集塊もしばしば見られる

• 細胞質は
– ほとんどがOG好性であるが一部LG好性のものもみられる

– 類円形ないし多辺形から奇妙な形態を有するものがしばしばあり多様である

– 小リンパ球の2倍程度の大きさから4倍程度のものもみられる

– 大小不同が目立ち，ときに大型の細胞も出現する

– 胞体は厚みがあり染色性に重厚感がみられ，層状構造がみられるものもある

– 胞体の不整な構造やレモンイエローの光輝性に染色される細胞がみられる

• 核は

– 小リンパ球を越えるものもみられる 大型でもクロマチンは変性している

– 大小不同が認められる

– 核形不整やくびれの見られる核が時にみられる

– クロマチンの増量がみられるが著明ではない

– クロマチンが凝集したり不均等な分布がみられる

– 核縁の粗剛は目立たない

– 多核細胞がしばしばみられ，2核のみならず多核のものもある

– 核小体様の構造がしばしばみられる

• 全体として，核クロマチンの顆粒状の増量があまりみられず，悪性としえないことが多い

• LG好性の類円形細胞の核はクロマチンが増量しているように見えやすいので要注意



Ｅ判定の細胞所見概略
• 異型細胞の多くは孤立性であるが，小集塊を呈する場合もあり，多彩な形態・染色性の細胞の集合した

細胞相互封入像がしばしば見られる

• 細胞質は
– 染色性はきわめて多様で主体はOG好性であるがLG好性のものもみられる

– 奇妙な形態，不整な形態を有するものが多く出現しきわめて多様である

– 小リンパ球の2倍程度の大きさから5倍以上のものもみられる

– 大小不同が著明で，大型の細胞がしばしば出現する

– 胞体は際だって厚みがあり構造も不均等で，多くの細胞の染色性に重厚感がみられ，層状構造が顕著で，胞体の
不整な構造がきわめて特徴的

– レモンイエローの光輝性に染色される細胞がしばしばみられる

• 核は
– 小リンパ球を越え，2倍3倍の大きさの核がしばしばみられる．

– 小リンパ球の1.5倍程度でクロマチンの凝集した増量がみられるとかなり疑い強い

– 大小不同が著明である

– 核形不整やくびれの見られる核がしばしばみられる

– クロマチンの著明な増量がみられるが変性した核や濃縮した核も多い

– クロマチンが凝集し，不均等に分布している

– 核縁の粗剛が目立つ

– 多核細胞がしばしばみられ，2核・多核と多彩でその場合の核の大小不同も著しい．

– 核小体がしばしばみられる

• クロマチンの高度増量がみられることや、細胞質の重厚な染色性や光輝性橙黄色（レモンイエローなど）
は、有力な所見である。

• 全体としては，奇妙で多彩な形態と細胞相互封入像が重要である。
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